
＜業務＞ 

受注者名 
業務名 

（施工場所） 
表彰理由 

株式会社ウ

エスコ

愛媛事務所

令和３年度道前平野農地整備事

業環境配慮検討（その３）業務 

（愛媛県西条市北条、安用、周布、

丹原町田野上方地内） 

国営農地再編の実施にあたり、環境配慮について幅
広く地域に啓発するため、環境啓発活動の実施、環
境配慮ワークショップ等を通じ、多くの地域住民が
参加し環境配慮に理解を深めることが重要となる。 
①環境啓発活動の実施にあたり、受注者からの提案
により、地域住民が３世代で楽しめる体験型プログ
ラムとして「生きもの観察会」を企画。
観察会当日は、独自に作成した下敷（道前平野地

区の田んぼ周辺の生きもの）の配布や環境保全に精
通している「NPO 法人西条自然学校」を講師に招くな
どの工夫により、実施した 2団地では、30名以上の
親子や地域住民の参加があった。 
②環境配慮ワークショップの開催にあたり、受注者
からの提案により、参加者が身近で取り組みやすい
「生態系保全と農業の関わり」を企画。
関係機関(県・市)や地域住民を含め約 20 名の参加

があり、生態系保全と農業の関わりについて分かり
やすく解説するとともに、環境配慮対策等について
意見交換を行った。意見交換では、参加者全員が意
見交換しやすいよう少人数型の座談会方式と雰囲気
作りなどの工夫により、ワークショップ開催後のア
ンケート結果では非常に好評であった。

以上のとおり、環境配慮の啓発とその取り組みにあ
たっての課題を的確に把握し、豊富な経験に基づき、
適切な企画立案、実施運営など高く評価し、優良業務
として推薦するものである。 

概 要 

本業務は、道前平野農地整備事業の計画団地

において、環境配慮計画に基づき、環境配慮方策

について、地域との合意形成を図り、具体化の検

討に資する現地調査及び普及啓発の支援作業を

行うものである。 

（作業内容） 

・計画準備 １式 

・工事前モニタリング調査 ２団地 

・環境啓発活動の実施 ２団地 

・環境配慮ワークショップの開催 ２団地

・工事前生物保護移動の実施 ２箇所 

・報告書とりまとめ  １式 

（工  期） 

令和３年６月 30 日～令和４年２月 24 日 

（当初契約金額(税込み）） 

１５,７１９,０００円 

【施工状況等】 

ワークショップアンケート結果

参加者全員が「参加してよかった」と評価

下敷を作成し配布

「道前平野地区の田んぼ周辺の生きもの」

環境配慮ワークショップ開催状況

検討結果を前に記念撮影地域住民による発表の様子

生きもの観察会開催状況

検温（新型コロナ感染症対策） 

生きもの採取状況 

20 種類以上の生きものを確認

生きもの解説の様子 
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＜業務＞ 

受注者名 
業務名 

（施工場所） 
表彰理由 

キタイ設計

株式会社 

令和３年度全体実施設計 

道前道後用水地区第二放水工

地質調査業務 

（愛媛県東温市明河地内） 

本地質調査業務は、第二発電所放水工の改修計画策定
において、周辺地すべり状況を的確に把握し、全体実施
設計に反映させることが求められる重要な業務であっ
た。業務実施にあたり、綿密に検討した業務フローに基
づき、受発注者間の緊密な連絡調整、意思疎通を図りな
がら以下の取り組みにより的確に業務を実施した。 
①地すべりに影響を与える地下水流道層の情報をより正
確に把握するため、受注者からの提案による多点温度
検層に基づき、適切な観測位置を設定。 

②現地作業の効率化と収集データ処理の時間短縮のた
め、受注者からの提案による現地スペースを確保する
ことにより、コア観察の迅速化が図られた。また、管
理技術者の駐在により、現場条件に応じた適切な作業
指示により、丁寧なコア採取に取り組んだ。 

③急傾斜地におけるボーリング作業のため、作業員の安
全対策はもとより、機器からのオイル流出防止策（作
業点検、オイル吸着マットの常備、立木保護）など、
周辺環境の保全に積極的に取り組んだ。 

④既往調査結果に今回の調査成果を加味し、今後の調
査・検討などにおける留意点を引き継ぎ事項として、
分かりやすく取りまとめた。 

⑤経験豊富な技術者を配置するとともに、照査技術者を
独自に配置し、各段階において照査を実施し、成果品
の品質確保に取り組んだ。 
以上のとおり、的確な現地調査の実施と品質確保に取

り組むとともに、今後の留意点の取りまとめなど、業務
内容が優れていることを高く評価し、優良業務として推
薦するものである。 

概 要 

本業務は、国営かんがい排水事業「道前道

後平野地区」において造成された第二発電所

放水工の全体実施設計を行うにあたり必要

となる地質調査を行うものである。 

（作業内容） 

 （１）ボーリング調査      １式 

（２）原位置試験        １式 

（３）室内土質試験       １式 

（４）地下水位観測施設設置   １式 

（５）孔内傾斜計観測孔設置   １式 

（６）ボーリング調査解析    １式 

 

（工期） 

 令和３年 10月 22 日～令和４年３月 25 日 

 

（当初契約金額(税込み)） 

 １５，９５０，０００円 

【施工状況等】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

                  

 

 

 

 

 

 

①多点温度検層（温度復元率） ②現地スペースによる効率化 

④引き継ぎ等の整理 

③オイル流出防止 

⑤照査の実施 

①多点温度検層（観測状況） 

③立木保護 

マットによる 
立木養生 

オイル吸着 
マットの設置 
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